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平成２１年度 施 

　三好町長は２月２０日の町議会本会議で、平成２１年度の
施政方針演説を行ない、元気な大磯町をつくるために財源
の確保に努め、積極的な予算を組み町民の皆様に還元する
との考えを表明しました。 
　施政方針の詳細は町民情報コーナー、町ホームページで
閲覧できます。 

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
（
抜
粋
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◎問い合わせ　政策課　☎内線２０４ 

　
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ

く
り
は
、
こ
の
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
新
し
い
機
構
の

も
と
、
従
来
の
方
法
に
と
ら

わ
れ
な
い
町
民
の
目
線
に
立

っ
た
、
新
た
な
発
想
と
感
覚

を
も
ち
、
特
に
「
環
境
」「
観

光
」「
教
育
」
の
三
本
柱
を
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

 

　
環
境
対
策
は
、
既
に
地
球

規
模
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
に
も
問
題
解

決
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で

き
る
、
身
近
な
問
題
で
あ
り

ま
す
。 

　
町
で
は
〝
エ
コ
の
町
　
お

お
い
そ
〞
を
目
指
し
、
対
策

と
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
町
民
の
皆
様
と
一
緒

に
進
め
、
美
し
い
自
然
や
快

適
な
生
活
環
境
を
作
り
、
残

し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い

を
い
た
し
て
い
ま
す
。 

　
重
点
事
業
と
し
て
は
、
電

気
自
動
車
及
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
自
動
車
を
公
用
車
と
し
て

導
入
、
電
気
自
動
車
用
の
急

速
充
電
器
を
設
置
、
住
宅
用

太
陽
発
電
設
備
設
置
の
助
成

制
度
を
新
た
に
設
け
ま
す
。 

 

　
観
光
は
、
機
構
改
革
で
観

光
推
進
室
を
設
置
し
、
大
磯

の
歴
史
的
・
文
化
的
な
資
源

や
自
然
を
町
内
外
に
今
ま
で

以
上
に
Ｐ
Ｒ
を
し
、
多
く
の

方
に
大
磯
を
新
発
見
・
再
発

見
し
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か

け
作
り
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。
さ
ら
に
大
磯
港
の
指

定
管
理
を
始
め
、
港
の
活
性

化
、
観
光
拠
点
化
を
進
め
、

観
光
立
町
を
目
指
し
ま
す
。 

         

          

　
教
育
の
分
野
で
は
、
教
育

施
設
の
整
備
と
し
て
、
耐
震

改
修
を
進
め
、
耐
震
化
率
１

０
０
％
を
達
成
し
ま
す
。
ま

た
、
学
校
図
書
や
米
飯
給
食

の
充
実
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

　
引
き
続
き
西
部
地
区
の
基

盤
整
備
を
推
進
し
、
葛
川
左

岸
道
路
、
幹
線
28
号
線
の
歩

道
、
国
府
本
郷
西
小
磯
１
号

線
等
の
整
備
を
実
施
し
ま

す
。 

【
新
し
い
事
業
は
３
ペ
ー
ジ
に

掲
載
】 

“エコの町 大磯 

　　　　を目指して” 

“エコの町 大磯 

　　　　を目指して” 

“エコの町 大磯 

　　　　を目指して” 

▲町の歴史文化資産・旧吉田茂邸 

▲町が指定管理を始める大磯港 


